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【共通語訳】 

都屋徳武佐はね。今帰仁から戦に追われた今帰仁親

方の一族がここに逃れてきたらしい。そして、その洞

穴に隠れて命を凌いだそうだ。 

 

 

それで、「もう命が助かった、ここは徳があるから

都屋徳武佐と呼ぶことにしよう」と、名が付いたんだ

って。いつまでも徳がありますようにということでね。 

それからは、今帰仁など他所からも、都屋徳武佐を

拝みに来るよ、徳があるということでね。うん、今帰

仁からも拝みに来るよ。（あのう、骨もあったでしょ

うね）遺骨もあったそうだが、私らはそのことは分か

らないな。（見たことはない？）、いや見なかった。 

去る大戦には、都屋の多くの人たちがその洞穴に避

難した。上空からは爆弾も落とされたが、そこには一

個も落ちなかった。それで、都屋の人たちは、戦後も

なお一層、都屋徳武佐を崇拝しているんだよ、命が助

かったということでね。 

 

 


